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究極の低侵襲THAをめざそう！
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究極の低侵襲THAをめざそう！

　本邦における人工股関節置換術（THA） の手術件数は年々増加しており、それに伴い合併症の多

い高齢者、早期社会復帰を目指す若年者の患者も増加の一途である。今後我々整形外科医は単に

THAを施行するだけでなく、低侵襲で安全性の高い、満足度の高い手術を求められている。

　当院では全てのTHAを仰臥位前方アプローチ（Direct Anterior Approach：DAA）にて施行し、

その数は年間1200件に上る。ほとんどすべての片側および両側症例が術後4-6日で自宅へ退院する。

短期間で退院するということは、疼痛が少なく、合併症を最小限にしないことには達成困難である。

つまり早期退院を目指すことは、安全、安心、確実な手術を追求することと同義である。DAAを含

む前方系アプローチは筋腱温存アプローチであるが、いくつかのピットフォールやラーニングカーブ

の存在が指摘されており、それらを回避するポイントを述べる。またインプラント選択も術後疼痛の

抑制には重要である。

　また入院期間の短縮は、医療費の抑制に効果的であり、今後の日本の医療費の適正化に大きく貢献

するのは間違いない。

　今回様々な観点から低侵襲THAを再考し、その意義を検討したい。
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